



Study on the Abrasion Testing of the Fabrics 
Michio KATO， Ishio TSUJIMOTO. Kichidayu SAWASAKI 
The resistance of the abrasion of the fabrics is dependent upon the properties of the 
yarn. We have experienced Cin the friとtionbetween fabrics in our uses， The abrasion 
test wiU be served as a reference to the textiIe manufactures. We tested on the coefficient 
of static and kinetic friction between yarns. As the yarns will be wore in the weaving 
process， and varied its physical properties， we tested on the coefficient of static and 
kinetic friction between loosed yarns also. In this experiment we made trials on the 


































|麟 度 I 1cm聞の密度
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よ自!双人タ ア。 朱子チ リ メ y
鮭糸及び担方向 緯 車掌 来
原糸の静摩擦 0.552 (糊付〉 0.380 0.410 (糊付〉 0.495 
月F 思j fI 0.570 (糊付〉 0.3ヲO
解@r糸の静摩捺 0.384 0.518 0.473 0.503 
" 動 P 0.640 0.610 0.370 










織物名 双人グレ{プ|朱子チリメン 双人グレープ|朱子チリメ y
強度 33.0kg 30.0kg 11.0kg 1O.1kg 
伸度 21.3% 19. n.:; 23.9% 19.9出
厚さ ~O. 8 x 1O-~ mml 34.3 x 1O-~ mm I ~O. 8 X 10-2 mml 34.3 X 10-2 mml 
第四表 (経方向む場合〉
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7 " 18.0 22.4 10.6 
8 " 18.5 20.0 9.2 
9 " 19.4 18.2 10.0 
10月y 18.9 18.4 7.4 
1が 17.6 20.0 5.5 
12庁 17.2 21.3 4.9 
13 " 
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保有強度は 7kg~は約 309百の増加を来たし，以後大体一定状態である。強度が原試料に対して 30%
も増加して居る事は双人クレ戸ア。に上ヒペて，注目すべき現象にして， 之れは浮上って居る経来が，繰返
摩擦の為，緯来に密着し一様に緊張され来の構成繊維は織維の強度をぽ，充分に利用される為で試料の
強度む増加を，来たしたものと考へられる。
保有伸度は 7kg~は急融に409-6'v減少を来たし，設は殆ど一定の状態を保つ。
怠棋士E減少は強度の増加の為と思考される。
此D場合は双人クレ戸プD場合よりも，有効荷重を 15kg迄行ったが，疲労限界らしきものは見当ら宇
有効荷重15kg以上にあるものと考へられる。
(3) 第五図に依って緯方向の場合を考察する。
訳人グレープの場合，厚さ，強度は何れも凸形増加曲線を示し，仲度は6kgは約60%([)急滋I'$.減少を
示した，此れ等は睦来が引揃来で緯来は強撚来なる故，繰返/軍擦に依り何れも目寄りにて織物D硬化現象
を来たしたもDと考へられる。
朱子チHメンの場合.1享さは極端な目寄りの為測定を省略した。
強度は凸形増加曲紘を示し，仲度は6kg.迄は約60%V急謹註る減少を来たし，凹形曲棋を示した。
之れ等は何れも，目寄りの為と思考される。
之むこつり実験の場合，何れも 8kgで切断した。
之れは両織物。緯糸が強撚糸の為， {I申度が急激に減少し織物θ切断を促したも白と考へられる。
(4) 摩擦係数と織物J事擦抵抗力とD関保。
浪人クレープD静厚擦係数に於τ経方向が緯方向より小なる値を示すりは，経糸が引揃へで、緯糸は強
鶴来なるが為である。
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朱子チHメンD場合も同様，経方向が緯方向より小たる事は，前者の場合と同じ理由に依るd
特に朱子チリメンの場合は組織が経5枚朱子D為と思はれる。
一方原織物に於て強度は双人ク V ープの経，梓共に未子チりメンの経，緯より大たる値を示して居る
のは当然組織D相違に依るもりであるが，繰返し摩擦を行へば， 第四表及び第五表白如く，朱子チリメ
ンは，経，緯方向共に強く起る傾向を示し，双人クレープは緯方向のみが強くなる結果を示して居る。
此処に注目すべきは，前者白如き結果を示す事は，繰返し厚擦に依り前者は経5枚朱子D織物 t;r.るが
為に浮上れる経糸が緯糸に密着し，ー様に践力の均衡を来たし，来D強度が充分に利用されて，試料D強
度が大r.rる値を示すものと思考される。
以上のま口き，双人の経方向に於ける摩擦係数が朱子D経方向に於ける厚擦係数より大なる値を示すに
不拘繰返し摩擦に依り経方向は減少，緯方向のみが大主主る強度を示すDは，双人クレープの経方向に於け
る屠耗抵抗性が小なる事を示すものにして，第四表白実験結果にて立証される口
故に，双人クレープの緯方向に於ける車擦係数が朱子チリメンの緯方向に於ける摩擁係数より大t;r.る
値を示して，双人クレープの緯方向が，摩擦抵抗性白小なる事を示す可き筈であるが，実験結果は，之と
逝なる現象を示す。
即ち車耗抵抗性は大なる値を示す。
之は朱子チリメンD緯方向は繰返し摩擦に依り経糸の目寄りの為 weakpoint O::生守、る為と考へられ
る口
之より考へて平織の双人クレープは朱子チリメンより摩擦抵抗性が小なる事を表はすと言へる。
le:Pち摩耗抵抗性は織物の粗j骨及び硬軟に依って，大小を去はし，抵抗性小なる事は織物が，粗硬なる
事を表はす口
一般に摩擦子が金属面又は国形物なる場合は朱子チ pメンの方が双人グレープより摩耗抵抗性が小で
あるが，摩擦子に同種D織物面左使用した時は，上記の現象を示す様である口
之は金属国文は固形物の場合は拡肱相互間む場合より摩耗が急搬に行はれ前述の如く経糸，緯糸の圧
着が充分行はれる余裕が無い為と考へられる口
総 括
本実験に於て組物相互む繰返摩擦に依って傾向を検討せんが為に先づ糸及び植物む相互の摩擦保数を
測定し，織物相互の摩耗傾向と関係づけたもりで，朱子織物は平織より，摩擦に対する抵抗は弱いも D
とされて居るが，之は摩擦子が金属，或いは閏形物の場合であって，本実験の如く織物相互にて繰返摩
擦を行った場合は，その逆に朱子織物が却っτ平織の場合よりも摩耗抵抗性が大きく紅ると言う注目す
べき結果を得た口
本実験に於ては摩擦試験機D摩擦子は木片D上に試料と同種の織物を張りつ廿て行ったのであるが，
摩擦子白木片と職物とD間に他D織物を入れて柔軟性を与，r..，;.た場合，或は木片D代りに金属を慣用した
場合では相当の変化あるもDと思れる白
之は今後研究すべき所である。
市本実験は文部省科学研究費に依るもので，昭和25年6月1日，日本繊維機械学会北陸支部研発表会
に於て発表したものである事を附言する。
